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博論OAにかかる学位規則改正を振り返って

首 東 誠

抄録：学位規則の改正（平成 25 年 3 月 11 日公布，同年 4月 1 日施行）により博士論文がインターネットの

利用により公表されるようになってから丸 2年が経過し，規則上，施行初年度の博士論文（全文もしくは要

約）は全てインターネット（原則，機関リポジトリ）上に出揃うこととなった。オープンアクセスにかかる

新たな動きが見られる今，国としての初のオープンアクセス義務化政策である博論 OA にかかる学位規則

の改正について，当時，文部科学省の大学図書館係長として関わった立場から改めて振り返ってみた。

キーワード：学位規則，博士論文，オープンアクセス，機関リポジトリ，国立国会図書館，国立情報学研究

所，大学図書館

1．はじめに

平成 25 年（2013）3 月 11 日，大正 9 年（1920）

の学位令で定められて以来，現行の学位規則でも引

き続き印刷公表によるとされてきた博士論文の公表

について，平成 25 年 4 月 1 日以降に授与される博

士の学位にかかる論文から，インターネットの利用

による公表とする学位規則の改正（本稿では，今般

の改正の目的である博士論文のオープンアクセス化

を博論OAと表現する。）がなされた。

併せて，平成 25 年 3 月 11 日付の文部科学省高等

教育局長通知により，そのインターネットの利用に

よる公表は，原則，機関リポジトリによることとさ

れた。

これは，我が国初のオープンアクセス義務化政策

であるとともに，機関リポジトリが正式に各機関の

成果発信プラットフォームとして認知されたことを

意味する。

平成 27 年（2015）3 月末をもって新規則施行か

ら丸 2年が経過し，規則上，施行初年度の博士論文

について，その全文もしくは要約は全てインター

ネット（原則，機関リポジトリ）上に出揃うことと

なり，今般の改正も一つの区切りを迎えた。

ここに来て，内閣府の「国際的動向を踏まえた

オープンサイエンスに関する検討会」においてオー

プンアクセス，オープンデータにかかる報告書が取

りまとめられ，それを受けた審議が文部科学省の科

学技術・学術審議会学術分科会「第 8期学術情報委

員会」で始まったほか，京都大学が教員に対してそ

の研究成果の機関リポジトリによる原則公開を義務

化するオープンアクセス方針を採択するなど，オー

プンアクセスにかかる新たな動きが見られる今，国

としての初のオープンアクセス義務化政策となった

博論 OA にかかる学位規則の改正について，当時，

文部科学省の大学図書館係長として関わった立場か

ら改めて振り返ってみた。

なお，文部科学省における学位規則の所掌部署は

高等教育局大学振興課大学改革推進室（大学院係）

であり，私が在籍していた研究振興局情報課学術基

盤整備室（大学図書館係，学術情報係）は，大学図

書館や国立情報学研究所を所掌し国立国会図書館と

も業務上の繋がりがある部署として学術情報流通に

かかるオープンアクセス推進の立場から今般の改正

に関わった。

2．学位規則改正

私が博論 OA にかかる学位規則改正に関わった

のは平成 23 年（2011）度から平成 25 年度までの 3

年間となるが，年度ごとに異動があり関わり方も異

なる。

そこで，まず博士論文の公表にかかる説明の後，

平成 23 年度（大学図書館係主任），平成 24 年

（2012）度（大学図書館係長），平成 25 年度（学術

情報係長）と，年度ごとに博論 OA 周りの動きを

記載する。

2.1 博士論文の公表

博士論文は，学位取得者の著作物であり，本来そ

の公表は彼らの自由意思に基づいて行われるべきも

のであるが，昭和 28 年（1953）制定の学位規則の

規定に基づき，学位授与という処分行為に対する条

件として，学位取得者による「印刷公表」が義務づ

けられてきた。

その経緯を振り返ると，明治 19 年（1886）の帝

国大学令から大正 7年（1918）の大学令までは，大

学と言えば帝国大学のみであり，また，論文審査に

よる学位取得者は稀だったことから，博士論文の公

表は義務づけられていなかった。

しかし，大学令の公布により帝国大学以外の大学

が設立できるようになったことや論文審査による学

位取得者の増加に伴い，「研究者として自立して研
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究活動を行うことができる能力を証明する博士論文

の質を保証すること」が課題となった。

そこで，大正 9年の学位令により，学位取得者に

よる博士論文の公表によって「各大学が授与する論

文の質を相互に保証し合う仕組み」として，博士論

文の公表の制度が整備され，今日の学位規則にも引

き継がれた。

学位規則による博士論文の印刷公表について，法

令上具体的な手段は規定されていないが，昭和 28

年の学位規則制定時の文部省大学学術局長通知によ

り「単行の書籍又は学術雑誌等の公刊物に登載する

こと」を意味することとされ，インターネット上で

公表していても，あくまで印刷が義務づけられてい

るとの解釈による運用がなされ，結果として，電子

化の進んだ今日でも学位取得者に印刷にかかる負担

が生じていた。

また，学位授与大学の図書館および国立国会図書

館での保管・閲覧をもって，「印刷公表」とする例

が散見され，当該制度の目的と実態にズレが生じて

いた。

このような状況において，博士論文等のインター

ネット公表にかかる要請が各所から出てくることと

なった。

中央教育審議会は，平成 17 年（2005）9 月の

「新時代の大学院教育−国際的に魅力ある大学院教

育の構築に向けて−答申」
1）
において，学位の水準

や審査の透明性・客観性を確保することが重要との

認識を示し，「博士の学位論文の要旨及び当該論文

審査の結果の要旨について，インターネット上に公

開する等容易に閲覧可能な方法を用いて広く社会に

積極的に公表すること」など，博士論文等の積極的

な公表を求めた。

平成 18 年（2006）2 月に設置された「国立国会

図書館と大学図書館との連絡会」では博士論文の電

子化についても検討の対象とされ，その後，同連絡

会の下に設置された国立国会図書館，国公私立大学

の図書館，国立情報学研究所，文部科学省による

「学位論文電子化の諸問題に関するワーキング・グ

ループ」は，平成 20 年（2008）3 月に取りまとめ

た中間報告
2）
において，学位論文を電子化しイン

ターネット上で公開することは印刷公表に代わる最

も有効な方法として期待されるとし，「学位論文の

所在と内容を真の意味で公表するためには，現状と

今後の動向に即し電子的形態による提出を許容し，

その後の論文の所管がどこになるのかを明記するよ

う，現在の学位規則第 9条の該当箇所を改める必要

がある。」と指摘した。

2.2 平成 23 年度（大学図書館係主任）

当時，「国立国会図書館と大学図書館との連絡会」

および「学位論文電子化の諸問題に関するワーキン

グ・グループ」に文部科学省から参加していたのは

研究振興局情報課学術基盤整備室室長補佐であり，

博論OAへの私の関わりは副次的なものであった。

手元に残る議事録等によると，学位論文にかかる

主たる話題は，平成 22 年（2010）度に国立国会図

書館が大学図書館と協力して実施した博士論文の電

子化事業における著作権処理のことであった。

電子化の対象は，国立国会図書館と大学図書館と

の間で平成 12 年（2000）度までの博士論文の電子

化は国立国会図書館が，それ以後の電子化は各大学

が担うとの取り決めと予算の関係から，平成 3 年

（1991）度から平成 12 年度までに国立国会図書館に

送付された博士論文（約 14万件）であったが，結

果は電子化した博士論文のうち，インターネット上

で公開できるのは約 1万 4千件にとどまるという惨

憺たるもので，関係者を唖然とさせた。

出席者から「博士論文の利用状況を把握できる

ポータルやデータベースの整備の必要性が高まって

いる。」，「リポジトリのダウンロードコンテンツの

90％くらいが博士論文であり，強制的にでもリポジ

トリに入れた方が視認性が向上する。」といった発

言があったほか，文部科学省に対して「博士論文は

放置しておくと公開されない。重要なコンテンツは

出た時に公開する形にしないと日本人すら重要な成

果物が見られない。大学の問題ではあるが，学位規

則の改正などについて何か展望はあるか。」との質

問があり，補佐から「学位規則の仕組みをどう変更

するかは省内でも議論が必要。高等教育局とは，担

当者レベルで議論を進めている。」との回答がなさ

れた。

先に述べたが，学位規則は，文部科学省において

高等教育局大学振興課大学改革推進室が所掌し，研

究振興局情報課学術基盤整備室の直接の担当ではな

く，その改正に当たっては，学校教育法第 104条第

5 項の規定「学位に関する事項を定めるについて

は，文部科学大臣は，第九十四条の政令で定める審

議会等に諮問しなければならない。」により，中央

教育審議会に諮る必要があった。

大学図書館係では，前述の中央教育審議会答申，

中間報告のほか，関連する過去の調査や各大学にお

けるインターネット公開の状況を情報収集するほ

か，学位規則の改正を直接審議する中央教育審議会

大学分科会大学院部会の動向も見据えつつ機会を窺

い補佐が相談に行くなどしたが，当該年度は「博士

論文研究基礎力審査」の導入などの別案件が動いて

博論OAにかかる学位規則改正を振り返って
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いたことや学位論文の公表にかかる規則変更の必要

性について双方の意識の違いなど諸事情があり，結

果として次年度に向けたウォーミングアップに終

わった。

他方，学術基盤整備室が事務局を務める第 6期の

科学技術・学術審議会学術分科会研究環境基盤部会

学術情報基盤作業部会では，平成 23 年 4 月から

「学術情報の発信・流通（循環）」として，我が国に

おける学術情報の国際発信・流通力強化のための基

盤整備やシステム改革に必要な課題や対応策につい

ての審議が続けられており，また，平成 23 年 8 月

には第 4 期科学技術基本計画
3）
が閣議決定され，そ

の中で「国は，大学や公的研究機関における機関リ

ポジトリの構築を推進し，論文，観測，実験データ

等の教育研究成果の電子化による体系的収集，保存

やオープンアクセスを促進する。」といった研究情

報基盤の強化に向けた取組の推進が規定されるな

ど，博論OAに向けた体制が整いつつあった。

2.3 平成 24 年度（大学図書館係長）

学術基盤整備室長，情報課長が間を置かず交代す

る中，夏までの審議まとめの取りまとめに向けて学

術情報基盤作業部会の審議が最終段階に入った 6

月，秋口に始まる大学院部会での議題の検討に間に

合うよう，案段階の審議まとめも持参し補佐ととも

に改めて大学院係に相談に行ったが，その時点では

本件に今しばらく動きはないだろうとの見込みで

あった。

そして 7 月，「学術情報の国際発信・流通力強化

に向けた基盤整備の充実について」
4）
が取りまとめ

られ，その中には（学位論文の登載）という小見出

し付きで「機関リポジトリに登載される主要なコン

テンツの一つである学位論文は，学位取得者の研究

成果としてのみならず，学位授与大学の大学院教育

の成果でもあり，専門分野の最新動向を反映するも

のとして利用ニーズも高い状況がある。大学の社会

への成果還元，さらには説明責任を果たす意味から

も，学位論文の機関リポジトリへの登載を一層促進

することが重要である。」との記載がなされた。

研究振興局の政策決定が科学技術・学術審議会な

どの有識者会合を経てなされるのに対して，高等教

育局の政策決定は中央教育審議会などの有識者会合

を経てなされる。

こういった審議まとめは，予算要求の際の根拠と

してなど自分たちの政策実現に向けて取りまとめる

ものであり，また取り組んでいくという意思表示で

もあることから，自分たちが実現するための手段を

持ち合わせない案件について，その審議まとめで殊

更取り上げることは基本的にない。

当時，審議まとめを取りまとめていた補佐と審議

まとめに学位論文にかかる記載を盛り込もうとした

同部会某委員との電話でのやり取りが思い出される

が，最終的に，高等教育局と交渉をする際に一定の

説得力になり得るだろうということで，前述の学位

規則の改正に繋がる文章が記載されたと理解してい

る。

少し余談となるが，科学技術基本計画など国の方

針として発表されるものに記載があると，国として

実現の必要性を述べており，取り組む必要がある／

取り組まないといけないといったことになることか

ら，各省庁における内容確認の際に，自分たちの所

掌に関係する部分の書きぶりに神経を使うことにな

る。

私も担当者として先に紹介した第 4期科学技術基

本計画の関連部分の書きぶりに目を通したわけだ

が，学術基盤整備室の前に在籍していた文化庁長官

官房著作権課では知的財産基本計画の策定に当たっ

て知的財産本部と喧々がくがくのやり取りを繰り広

げたのに比して，基本的に当方にとって望ましい内

容ということもあって多少の修正で済み，穏やかな

内容確認であった。

学術情報基盤作業部会での議論を経て，審議まと

めが主査預かりとなり決着した数日後，その公表を

待たず，月半ばに後任不在のまま補佐が異動して

いった。

情報課（学術基盤整備室）で，ほんの数ヶ月の間

に室長，課長が交代し，補佐が不在となる中，大学

改革推進室にも動きがあり，補佐の異動から日を経

ずして，大学改革推進室長の異動の情報が入ってき

たが，新室長は私が省内で親しくさせていただいて

いる方であった。

改正に当たってはタッグを組んで取り組んだ大学

院係長とは，この時はまだ顔見知りという程度で

あったのに対して，新室長とは気軽に話せる間柄

だったということもあり，今，大学改革推進室と学

術基盤整備室との間には博論 OA にかかる学位規

則改正に向けたやりとりがあるので是非御協力をと

異動前に直接お願いできたこと，関連情報をメール

でお知らせできたこと，改正が動きだした後も直に

やり取りができたことは大変幸運であったが，この

時点では，先に補佐と訪問した時から大学改革推進

室の状況が変わるか分からなかった。

その後，我が国のオープンアクセスや機関リポジ

トリにかかる国としての方針を取りまとめた審議ま

とめについて，海外の関心も高いということで，欧

米のメーリングリストに紹介文を流したり，本文等

大学図書館研究 CIII（2016.3）
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の情報課初の英訳に向けて動いたりしている最中，

思いも掛けず大学院係長が訪ねてきて，ここに博論

OA にかかる学位規則改正が動き始めたが，これま

で本件を担当してきた補佐が異動し後任もいない状

況において，以後，限られた時間の中での対高等教

育局，対国立国会図書館，対国立情報学研究所，対

大学図書館との全方位外交は，まさに真剣勝負と

なった。

私の最初のミッションは，何はともあれ本件を大

学院部会での審議に持って行くことであった。

この段階では当然のことながら表に出ていない話

であり，このまま立ち消えになる可能性も十分に

あったので，ある意味ここが一番の山場だったかも

しれない。

両室のやり取りは，まず博士論文の公表と著作権

との関係を整理することから始まったが，平成 20

年度から平成 21 年（2009）度までの 2 年間を著作

権課で過ごした経験が大いに役に立った。

何回かのやり取りの後，最終的に著作権課にも相

談に行き，博士論文の公表義務は「博士の学位の授

与という処分行為に対する条件」であって，著作権

法上何ら問題ないことを確認した。

博士論文の公表と著作権との関係が整理できたこ

とにより，教育研究成果の電子化およびオープンア

クセス化の推進の観点から博士論文等の公表手段を

インターネットの利用によるものと変更するための

学位規則の改正に向けた審議が，大学院部会でなさ

れることとなった。

大学院部会での審議が年内開催の 2回で実質的に

終わり，1ヶ月のパブリックコメントを経て，年明

け早々の大学院部会，大学分科会で決着し，2 月に

は改正にかかる省令の公布，局長通知の運びとなっ

たことから，大学院係との間では，大学院部会，法

令審議室対応，局長通知のことなど，日々同時進行

で突っ走ることになり，国立国会図書館，国立情報

学研究所との間でも，本件にかかる検討が始まった

段階から，国立国会図書館には，直接の担当部署で

はないものの大学図書館係のカウンターパートであ

る科学技術・経済課を通じて，また，国立情報学研

究所には，直接の担当部署となる同じくカウンター

パートの学術コンテンツ課に情報を入れていたもの

の，両機関ともに内部での早急な検討，取りまとめ

をお願いすることになり，大学院係の意向も踏まえ

つつ双方の役割調整に飛び回ることになった。

大学院部会の委員である先生方が，本件に対して

どんな反応を示すか読めないことから，一抹の不安

はあったものの，当時，学術情報基盤作業部会の主

査であった九州大学総長が大学院部会の委員もされ

ていたので，部会での審議をリードしてくれるだろ

うと大学院係長と話をしていた矢先，開催予定日に

ついて欠席との返事が届いているとの連絡が飛び込

んできた。

博論 OA にかかる学位規則改正は，内容的に筋

が良く反対しづらい案件とはいえ，話の展開次第で

は変な方向に行ってしまう危険性もあったので，本

件にかかる審議がなされることから出席いただけな

いかと直接メールにてお願いしたところ，出席くだ

さることになり，大学院係長と胸をなで下ろした。

大学院部会（第 62回）
5）
の審議は，主査のリード

もあって無事に終わり，引き続き学位規則の改正に

向けたやり取りが続けられた。

次の大学院部会までの間に，平成 24 年度第 1回

目の「国立国会図書館と大学図書館との連絡会」お

よび「学位論文電子化の諸問題に関するワーキン

グ・グループ」が開催され，文部科学省からは私が

出席した。

出席者からは学位規則改正のタイムラインや局長

通知に関する質問がなされ，私からは局長通知の時

期にかかる見込みや，内容は今後詰めていくことか

ら，ワーキング・グループで出た意見を反映させる

ことも可能であるといったことを伝えた。そのほ

か，「博士論文の電子公開によって台帳データベー

スの存在が重要になってくる。」，「どれだけの博士

論文があるかというデータと，それがどれだけ電子

化され公開されているかというデータの両方が必要

となってくる。」といった発言があった。

この後，博論 OA にかかる学位規則改正につい

ての審議は，大学院部会（第 63回），パブリックコ

メント
6）
，大学院部会（第 64回），大学分科会（第

112回）
7）
と大きな混乱もなく進み，同分科会の諮

問
8）
，中央教育審議会の答申

9）
をもって改正が確実

のものとなった。

これらの会議は全て傍聴していたが，同分科会に

おいて要約の公表はあくまで一時的なものであり，

最終的には全文の公表がなされることが明示的に確

認された時は，傍聴席で内心ガッツポーズであっ

た。

この後，海外から本件にかかる反応
10）11）

が伝わっ

てきたが，改正にかかる期待が感じられ，自分たち

の励みにする一方，大学院係等へのアピールにしっ

かり使わせてもらった。

条文自体はシンプルな内容ということもあり比較

的早く固まったのに比して，学位規則の改正と同時

に出される，規則の運用方法や本件にかかる国立情

報学研究所および国立国会図書館の役割等が遺漏な

く記載され各大学が実際に動く際の指針となる局長

博論OAにかかる学位規則改正を振り返って
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通知という最後にして最大の関門は，ほぼ手付かず

で残っている状況で，答申の数日後に開かれた「学

位論文電子化の諸問題に関するワーキング・グルー

プ」の議事録には，局長通知にかかる内容の詰めが

まだこれからであることを如実に示すように，「予

定している。かもしれない。」といった私の発言記

録が残っている。

それから約 1ヶ月の間，大学院係，国立国会図書

館，国立情報学研究所，大学図書館係による，個別

あるいは複数でのやり取りに次ぐやり取り，大学図

書館サイドとのすり合わせに次ぐすり合わせがなさ

れ，国立国会図書館から文部科学省への依頼文，局

長通知，留意事項として結実した。

そして平成 25 年 3 月 11 日，博論 OA にかかる

学位規則の改正がなされ，平成 25 年 4 月 1 日以降

に授与される博士の学位にかかる論文から，イン

ターネットの利用（原則，機関リポジトリ）により

公表されることとなった。今般の改正に当たって

は，公的な発信
12）−17）

とは別に，大学図書館が各機

関における議論をリードすることができるよう，早

め早めにコミュニティ
18）

に情報を提供した。

また，英語での情報を求める声も聞いていたこと

から，博士論文のインターネット公表にかかるフ

ロー図と改正条文について，参考訳ではあるが英訳

して提供した。

条文の文案は，担当者が自由に作文するのではな

く既にある条文を参考にすることから，その英訳に

当たっては「日本法令外国語訳データベース」
19）

が

大変役に立った。

2.4 平成 25 年度（学術情報係長）

平成 25 年 4 月 1 日，我が国において博論 OA が

スタートした。

この日は，海外のメーリングリストにその一報
20）

を流しただけだったが，かの Stevan Harnad 氏に

よって同日付で ROARMAPに本件にかかる情報
21）

が掲載されたことを，後日知ることとなった。

その時に，平成 24 年度に公開した審議まとめの

英訳にかかる情報も掲載されていたことを知ったの

だが，我が国の施策がきちんと反映されているのを

見て，大変誇らしく思った。

学位規則の改正が無事なったこともあり，「国立

国会図書館と大学図書館との連絡会」および「学位

論文電子化の諸問題に関するワーキング・グルー

プ」への参加など，本件周りの対外的な関係は後任

の大学図書館係長に引き継いだので，私の周りは静

かなもので，COAR の 4 月 8 日付英文ニュース
22）

や，科学新聞の 5 月 17 日付記事
23）

に多少関わった

ほかは，大学院係から時折回ってくる著作権にかか

る照会や，6 月のオープンアクセス・サミット

2013
24）

で講演する大学院係長からの相談を受ける程

度であった。

私は直接参加していないので人伝や blogなどに

よる情報しか持ち合わせないが，同サミットでの博

論 OA にかかる学位規則改正を受けた文部科学省，

国立国会図書館，国立情報学研究所の当事者が揃っ

た最初で最後の説明会は，会場を埋め尽くすほどの

大盛況だったそうで，参加者の構成もこれまでの国

立情報学研究所のイベントとは異なっていたようで

ある。

学位規則改正後，一部その解釈について多少の混

乱も見受けられたが，この説明会をもって一応の決

着を見たと考えており，私自身，この後，異動した

大学院係長の代役として登壇したお茶の水女子大学

の大学院 FD講演会を皮切りに，三田図書館・情報

学会の月例会，筑波大学附属図書館の講演会で今般

の改正にかかる説明を行ったが，条文や局長通知に

かかる理解に関して特段問題はなかったように思

う。

なお特に，局長通知のうち「やむを得ない事由」

として挙げられている事例はあくまで参考であっ

て，それらを「やむを得ない事由」とするか否かは

学位授与大学等の判断（責任）に任されているこ

と，大学分科会（第 112回）において，要約の公表

はあくまで一時的なものであり良識ある猶予期間を

もって全文が公表されるべきことが確認されている

ことを記載しておく。

今般の改正において，著作権にかかる照会を学術

基盤整備室で受けるようになっていたが，その中に

大学図書館との関係で気になる事案があったので紹

介しておきたい。

簡単な説明となるが，ある学位取得者が漫画に関

する博士論文を機関リポジトリに登録しようとした

ところ図書館員から断られたらしく，その指導教官

から博士論文の漫画は引用したものであって登録で

きないのはおかしいとの問い合わせがあり，私から

は引用であるならリポジトリへの登載は問題ないと

回答することになった。

博士論文に限らず，著作権にかかる問題は利用者

と権利者との当事者間の問題であり，第三者である

図書館員は情報提供はできても判断する立場にはな

いので注意が必要である。

博論 OA にかかる学位規則の改正を受けて，学

術基盤整備室では，「学位論文電子化の諸問題に関

するワーキング・グループ」において，国立国会図

書館と各大学図書館がそれぞれ担当する範囲を取り
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決めた過去の博士論文の遡及電子化・公開につい

て，今後どのように進めていくのかを詰めて欲しい

と考えていたが，同ワーキング・グループが解散す

ることになったことから，その進捗は各位の努力に

委ねられることとなった。

博論 OA にかかる学位規則改正との関わりは，

平成 25 年度が最後となったが，その最後に，国立

大学図書館協会の海外派遣事業で香港開催の電子学

位論文国際会議に参加した筑波大学附属図書館員ら

と，本件にかかる共著論文
25）

を海外の査読誌に投稿

する機会をいただけたことは，個人的に良い記念と

なった。

3．これからの博論OA

平成 26年（2014）度から九州大学附属図書館に

異動し，機関リポジトリの担当でもないことから本

件との関わりはなくなったが，博論 OA にかかる

学位規則改正に携わった者として，いくつか述べて

おきたい。

3.1 機関リポジトリ

平成 27 年 3 月末に公表された「平成 26年度学術

情報基盤実態調査」
26）

の概要において，平成 25 年

度の機関リポジトリを持つ大学数が，平成 24 年度

から 100 校以上増加し，その根拠として，JAIRO

Cloudの提供と学位規則の改正が取り上げられたこ

とは，文部科学省時代にその両方に関わった者とし

て大変嬉しく思う。

学術機関リポジトリ構築連携支援事業の「機関リ

ポジトリ統計」
27）

を見ると，その数は引き続き順調

に伸びている一方，我が国で ROARMAPに掲載さ

れているのは，この論文を書いている段階で，たっ

たの 5件で，しかもそのうち 2件は文部科学省の施

策に関するものという寂しい状況なので，対外発信

という面も含め，関係者には頑張ってもらいたい。

なお，国立国会図書館による自動収集にかかる事

案として，著者版フラグの ETDという値は，当該

アイテムに博士論文の全文ファイルが登録されてい

ることを示すためのもので，未記入だと全文ファイ

ルを登録していても自動収集されない反面，記入し

ていると全文ファイルを登録していなくても自動収

集されてしまうため，全文ファイルを含まないアイ

テム，全文ファイルを登録していないアイテムへの

記入は避けられたい。

また，閲覧制限がかかっていると自動収集できず

エラーとなるため，当該アイテムへの記入は避けら

れたい。

3.2 国立国会図書館

平成 27 年 2 月 5 日，国立国会図書館の「国内博

士論文の収集」ページに永らく記載されていた更新

情報が，今般の改正に伴う国立国会図書館としての

対応が一応の完了を見たことを受け削除された。

国立国会図書館インターネット資料収集保存事

業
28）

に記録が残るが，博論 OA にかかる学位規則

改正が公布された翌日の平成 25 年 3 月 12 日に専用

ページが作成されてからほぼ 2 年の間，こまめに情

報発信がなされてきたことは大変すばらしい。

また，平成 26年 2 月 4 日の送信用システムでの

受付開始，平成 27 年 1 月 6日の自動収集開始日の

明記などの情報は，博論 OA 関係者として個人的

に大きなニュースであり，当該枠組みを決めるまで

の紆余曲折を知るだけに関係各位の御尽力に感謝す

るとともに，博士論文のインターネット公表にかか

る関心は国内だけにとどまらないことから，海外の

大学図書館等へのデジタル化資料送信サービスの提

供など，今後の展開に期待したい。

3.3 国立情報学研究所

この論文を書いている最中，国立情報学研究所に

より「CiNii Dissertations」
29）

が公開され，今般の

改正にかかる最後のピースとして博士論文の網羅的

検索環境構築の口火が切られた。

当該サービスは早速 NDLTDの Find ETDs
30）

に

日本の学位論文データベースとして掲載され世界デ

ビューも果たした。

ここにおいて博論 OA にかかる学位規則改正が

一応の完成を見たわけで，担当者の一人として，大

変感慨深い。

こちらも当該枠組みを決めるまでの紆余曲折を知

る者として，また学術基盤整備室での 4年間，担当

者として関わった者として，関係各位の御尽力に感

謝するとともに，当該サービスは，文部科学省や財

務省に国立情報学研究所の存在意義や予算措置の必

要性を目に見える形で示すことができる大変有効な

ツールとなりうるし，博士論文に対する世間の注目

が高い今，国立情報学研究所の認知度アップにも繋

げることができると考えるので，JAIRO Cloud と

併せて今後の更なる発展を祈念したい。

3.4 博論OA

今般の改正により，100 年程前，当時の関係者が

「研究者として自立して研究活動を行うことができ

る能力を証明する博士論文の質を保証する」ことを

目的に「各大学が授与する論文の質を相互に保証し

合う」ための仕組みとして定めた「博士論文の公

博論OAにかかる学位規則改正を振り返って
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表」制度が，その真価を発揮する環境が整った。

博士論文の質については，平成 26年に起きた残

念な出来事によって，世間からも注目を集めること

となり，国会会議録検索システム
31）

によると，その

話題が国会でも取り上げられたことが分かる。

昨今，不正対応といった面が強調されるきらいが

あるが，本来，学位取得者にとっては最高学位の証

明，学位授与大学にとっては最大の教育成果である

博士論文は，もっとアピールしてしかるべきものと

考える。

その点で，自館のサービスを紹介するのは気恥ず

かしいが，九州大学附属図書館の学位論文に特化し

た検索画面
32）

は，学内外関係者，進学希望者，一般

の区別なくアピールできる良い仕組みであると思

う。

自分たちが提供するサービスについて，対外的に

発信すること，付加価値を付けることは，とても重

要な仕事であり，参考までに私が本件周りでフォ

ローしている NDLTD と EThOS の twitter
33）34）

を

紹介しておく。

また，各大学（研究科）の博士論文の公表状況が

如実に分かるようになったことから，今後，各種評

価や予算措置など色々な面での利用が考えられ，上

手く活用して欲しいと思う。

3.5 博論OA以前の博論

平成 26年 11 月 27 日のカレントアウェアネス・

ポータルに「米国マサチューセッツ大学アマースト

校，学位論文の遡及デジタル化に着手」という記

事
35）

が掲載された。

より詳しい内容が知りたいところであるが，我が

国においても，国立国会図書館による平成 12 年度

までの博士論文の電子化・公開，各大学図書館によ

る平成 13 年度から平成 24 年度までの博士論文の電

子化・公開は，未だその途上にあり，着実な履行が

望まれる。

個人的には，我が国においてオプトアウトによる

全ての博士論文（全文・要約）の電子化・公開を宣

言するような大学（研究科）が出てくることを期待

してやまない。

4．おわりに

平成 25 年 3 月 11 日，博論 OA にかかる学位規

則の改正が実現したことによって，我が国における

オープンアクセス，機関リポジトリは，大きな変革

期を迎えた。

オープンアクセスという理念が博論 OA として

具現化し，最初の機関リポジトリが千葉大学附属図

書館で構築されてから 10 年あまり，ついにその名

称のとおり「機関」リポジトリとしての立ち位置が

確立され，本件周りの関係者の裾野も図書館の外側

はもちろん，その内側でも大きく広がった。

それは，これまで比較的限られた関係者の中で展

開されてきた均質化した環境が，色々な考え，立ち

位置の人が混在するいかようにも変わりうる環境に

変化したことを意味する。

ぜひ，これからこの世界に関わる大学図書館員に

は，意識して外部と交わり，意識して外部の視点を

取り入れ，意識して開かれたコミュニティの一員と

なるよう努め，新たな動きに臨んで欲しい。

私の経験から言わせてもらえば，そのために一番

手っ取り早い方法は，図書館の外に出て，色々と体

験することである。

そうすれば，何ら特別なことをしなくても日々過

ごすだけで，外側はもちろんのこと，その内側も意

識でき，開かれたコミュニティの一員になることに

も繋がる。

そこでの体験は，どんなことでも大きな財産とな

るが，巡り合わせが良ければ，大学図書館にも大き

く関わる国として初の案件を，深く関わる立場にタ

イミング良く居合わせ，それまでの経験を活かしつ

つ多方面の関係者と協力して，世間の耳目を集める

事件が起きて周辺が騒がしくなる前に実現する，と

いうような血湧き肉躍る体験をすることもある。

ほんの一時ではあるが，文部科学省の大学図書館

係長という立場にあった者として，これからの大学

図書館員には，オープンアクセス，機関リポジトリ

といった，これまで比較的図書館に閉じていた世界

が大きくその門戸を開いた今こそ，積極的に外に出

て色々な経験を積み，意識して外部と交わり，意識

して外部の視点を取り入れ，意識して開かれたコ

ミュニティの一員となり，次の時代を牽引していっ

てくれることを切に望む。

最後に，大学図書館員として最初に勤務した広島

大学図書館において，我が国におけるオープンアク

セス，機関リポジトリの草創期に立ち会ってから

10 年あまり，この大きな区切りに一定の役割を果

たせたことを心より嬉しく思うとともに，全ての関

係者に感謝して末尾としたい。
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Looking back on Degree Regulations revision of OA for ETDs

Abstract：It has been two years since the revision of the Degree Regulations（ 11 March, 2013

promulgation, 1 April enforcement）to oblige doctoral degree awardees to make their theses and

dissertations accessible to the public via the Internet. As per the rules, all ETDs（full-text or digest）on the

first year were made available on the Internet, primarily through institutional repository of each university.

Nowadays newmovements of open access are seen. The author, at that time a chief of theUniversity Library

Unit of the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology, looks back on the process of

getting the regulations changed to OA for ETDs as the first OA mandatory policy in Japan.

Keywords：Degree Regulations / Electronic Theses and Dissertations（ETDs）/ Open Access（OA）/

Institutional Repository（IR）/ National Diet Library（NDL）/ National Institute of Informatics（NII）/

University Library
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